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日程第１４　議案第６８号　京築広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について
日程第１５　発議第　６号　容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書（案）
○委員会付託
総務、産業・建設常任委員会
議案第６２号　上毛町大池公園ふれあいの里「ログハウス」条例の一部を改正する条例について
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議案第５９号　上毛町子ども・子育て会議条例の制定について
議案第６０号　上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について
議案第６１号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
議案第６３号　上毛町コミュニティ施設条例等の一部を改正する条例について
議案第６５号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第８号）（所管分）
議案第６６号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
発議第　６号　容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書（案）
○　会　議　の　経　過　（初日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　ただいまから平成２５年第４回上毛町議会定例会を開催します。
　これから、本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので、ごらんください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本定例会の会議録署名議員に、３番高畑議員、４番宮崎議員を指名いたします。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２、会期の決定を議題とします。お手元に運営資料として配付しておりますので、ごらんください。
　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いしたところ、１２月６日、運営委員会を開催いただき、今期定例会の会期を本日から２０日までの１１日間とする答申をいただきました。
　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から２０日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から２０日までの１１日間とすることに決定いたしました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、諸般の報告を行います。
　本定例会に提出された議案は、町長から条例案６件、予算案２件、その他２件の計１０議案と、議員から提出された発議１件、選挙１件の合計１２議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）を差し上げておりますので、ごらんください。
　本日の会議では、議案の上程をし、町長提出議案に対する提案理由の説明を受け、総括質疑を行い、後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。

　議員から提出された議案について、選挙第１０号は本日選挙を実施しいたします。発議第６号については、提案者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思っております。

　１２月１３、１４日に本会議を開き、一般質問を行う予定ですが、１３日に一般質問が全部終了すれば、１４日は休会といたします。

　１２月１６日、文教厚生常任委員会、１２月１７日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　１２月２０日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。

　ただいま報告をいたしました議会の運営事項につきましては、議会運営委員会で協議をし、決定を受けたものですので、報告をいたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略させていただきます。
　日程第５議案第５９号、日程第６議案第６０号、日程第７議案第６１号、日程第８議案第６２号、日程第９議案第６３号、日程第１０議案第６４号、日程第１１議案第６５号、日程第１２議案第６６号、日程第１３議案第６７号、日程第１４議案第６８号、以上１０件を一括上程いたします。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　本日ここに平成２５年第４回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに大変御多用の中、万障お繰り合わせの上、御参集をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　さて、特定秘密保護法案をめぐって混乱をきわめたさきの臨時国会において、消費税引き上げに伴う社会保障改革に向け、子育て、医療、介護、年金など、制度全般にわたる改革の方向性と実施時期などを定めた持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律、いわゆるプログラム法案が可決成立いたしました。

　この法律に基づいて、来年から各論に当たる個別法案の審議が始まりますが、膨らみ続ける社会保障費の効率化や抑制に向けたさまざまな取り組みの見直しによって、国民生活における負担の増大とともに、我々地方行政に及ぶであろう影響には、大きな懸念を抱かざるを得ません。

　第２次安倍政権によるアベノミクスの経済効果をいまだ実生活に実感することができない現状では、なお厳しい国政の先行きのみが容易に予測されるところでありますが、末端行政を担う私たちは、豊かな町民生活をしっかりと下支えし、その役割を果たしていく上で、今、何が必要で、何をなすべきかを常に念頭に置いて、安定的で健やかな住民生活が確保できるよう、揺るぎない行政運営に努めていかなければならないと考えております。

　今後の町政の推進に当たりましては、議員各位はもとより、町民の皆様の格別の御理解、御支援を重ねてお願い申し上げます。
　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、条例案６件、補正予算２件、その他２件の計１０案件であります。順次、御説明をいたします。

　議案第５９号、上毛町子ども・子育て会議条例の制定についてでありますが、全ての子供の健やかな成長のために適切な環境が等しく確保されるよう、子供及び子供の保護者に対する支援を行うことを目的として、子ども・子育て支援法が施行されましたが、市町村において、この事務を処理するため、審議会等の機関の設置が求められており、これにより本条例を制定するものであります。

　議案第６０号、上毛町営住宅条例の一部を改正する条例についてでありますが、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の一部改正により、被害者の範囲を拡大したことに伴い、町営住宅の入居者の資格に関する規定を改正する必要があるため、議会の議決を求めるものであります。

　議案第６１号、上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、議案第６２号、上毛町大池公園ふれあいの里「ログハウス」条例の一部を改正する条例について、議案第６３号、上毛町コミュニティ施設条例等の一部を改正する条例についてでありますが、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律等々により、平成２６年４月１日から消費税率及び地方消費税率の引き上げが行われるために、本条例を改正するものであります。

　議案第６１号では、し尿処理手数料等について、議案第６２号では、大池公園ふれあいの里ログハウス施設の使用料金等について、議案第６３号では、コミュニティセンター、げんきの杜及び社会体育施設の使用料等の改正についてであり、以上の消費税等関係の条例の一部改正について、議会の議決を求めるものであります。
　議案第６４号、上毛町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例についてでありますが、道路法及び道路法施行令の一部改正により、国の事業において、道路占用料を徴収できる事業が国有林野事業に限られておりましたが、この企業形態を廃止したことに伴い、本条例を改正する必要があるため、議会の議決を求めるものであります。

　議案第６５号、平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第８号）。

　今回の補正は、９,８４８万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４８億３,４４８万２,０００円とするものであります。

　歳出の主なものでありますが、まず、総務費の企画費では、事務量の増により賃金を計上、また、野草をテーマとした町のイメージアップに取り組むための野草ブック作成委託料を計上しております。徴税費では、電子申告導入業務委託料等々の入札執行残等による不用見込み額を計上しております。

　民生費の社会福祉費では、障害者の自立支援給付金の介護保険給付費等において、利用者の増及び今後の見込みにより、扶助費を追加で計上しております。児童福祉費では、児童措置費において、私立保育所及び町外保育所の入所児童のゼロ歳児の増等により、保育所運営費を追加で計上しております。

　農業費では、鳥獣被害対策にかかる集落ぐるみ等防護柵設置事業等の追加補助金を計上しております。
　土木費では、圃場整備地区内の農道舗装の工事費を計上、また東九州自動車道建設関係では、上毛パーキングエリア（ＰＡ）、スマートインターチェンジ（ＳＩＣ）工事関係事業費の追加に伴い、ネクスコ西日本に対する委託料を計上し、あわせて委託料の計上に伴い、工事費の減額を計上しています。

　消防費でありますが、国から無償貸与されます可搬ポンプ積載車の消防機庫設置工事費等の経費と大平支所に設置しております防災行政無線の屋外子局の修繕費、また、今後の新築家屋の建設見込みにより、防災行政無線の戸別受信機の購入費を計上しております。

　教育費では、中学校費において職員トイレの修繕費等を、社会教育費では、友枝瓦窯跡の整備に係る経費を計上しています。

　議案第６６号、平成２５年度上毛国民健康保険特別会計会計補正予算（第２号）でありますが、今回の補正は、４０３万２,０００円を追加し、歳入歳出予算総額を１０億４,６０２万４,０００円とするものであります。
　歳出の退職者医療に係る保険給付費において、対象者の増に伴い、療養給付費等負担金を追加でお願いするものであります。

　議案第６７号、京築広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び京築広域市町村圏事務組合規約の変更について、議案第６８号、京築広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分についてでありますが、両議案につきましては、京築広域市町村圏事務組合で事務処理をしています行橋、京都学校給食共同調理施設に関する事務を廃止することに伴い、本規約の変更、また財産処分を行うものであります。
　議案第６７号では事務廃止に伴う規約の整備、議案第６８号では財産処分の提案であり、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わります。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　安元議員。
○７番（安元慶彦君）ただいま町長から所信の一端が提案理由の中で述べられました。

　アベノミクスが実生活の中で実感として出てきてないと、こういうことで、我々も同感とするところでございますけども、今定例会において、消費税の改正による使用料の改正が出てきております。各条例の中のものは、それぞれ常任委員会に付託されますから、そのときにしっかり議論をお願いしたいと思うわけでございますけど、私の所属するところには、この条例改正案がございません。そこで、入口のところでお尋ねをしたいと思いますが、消費税の改正ということからも、当然、その辺の税法の改正はわかるんですけれども、地方交付税の関係がここで出てきちょるわけですね。これが２４年の法律６９号の中でということで、この辺のところがどういうふうに今度のものとリンクするのか。私の調べたところによりますと、この６９号については、交付税の総額の中で消費税を１００分の３０とか、あるいは法人税を何ぼに配分するというところの法律と思うんですよね。それが、今回の消費税の関係とどういうところでリンクしていくか、その辺を一つお聞きしたいと思います。

○議長（大山　晃君）答弁はどなたですか。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）議員御指摘のとおり、消費税２９.５％というものと思いますけども、これにつきましては、現時点では、引き上げ分につきましては、社会保障４経費を含む社会保障施策に要する経費に充てるものということでございますが、地方交付税の関係につきましては、うちのほうがまだ把握をできておりません。今の段階では、申しわけございません、答弁できません。

○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）提案されたものの中身がしっかり把握できてないということのようですから、これは常任委員会でしっかり中身についてやっていただきましょう。わからんものを今から探してと言ったって、これは時間がかかりますから。きょうはこれでとめておきますけどね。たまたま、私のところの常任委員会の中に議案が一つもないものですから。全部、文教厚生の関係のところに出ますからね、そこら辺でしっかりやってもらいましょう。

　以上です。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）消費税の問題です。消費税にかかわる問題で、議案第６２号は私の所管でありませんので、お尋ねします。

　ここに計上されている消費税分だと思いますが、これはどのように算出されたのか、その計算の方法、それから、この部分にかかわる消費税、これは国に納税する義務があるのかどうなのか、そのあたりについて２点お伺いたいします。

○議長（大山　晃君）課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）消費税のことについて、お答えをいたします。

　個別の説明になろうかと思いますが、よろしいでしょうか。

　まず、現在の利用料金を１.０５で割り込みまして、税抜きの料金を出しまして、それに１.０８を掛けて、今回１０円単位に丸めた利用料ということでお示しをしております。

　それから、この部分につきましては、指定管理者に管理をさせておりますので、消費税納付の対象になろうかと思います。

○議長（大山　晃君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）指定管理者に管理をさせているから、消費税の納入の対象と言われました。これを町がしておれば、町はたしか納税義務者に当たりませんから、ないと思いますが、その点についてはいかがでしょうか。

○議長（大山　晃君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）町がしておっても、売り上げが１,０００万を超えれば、消費税の申告をしなければならない、納入をしなければならないとなっておるようでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終わります。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１５、発議第６号　容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書（案）についてを議題とします。

　提出者の趣旨説明を求めます。

　宮崎議員。

○４番（宮崎昌宗君）容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求める意見書（案）。
　容器包装リサイクル法は、リサイクルのための分別収集、選別ほかを税負担で行うことになっているため、上位法である循環型社会形成推進基本法の３Ｒの優先順位に反して、リサイクル優先に偏っています。このため、家庭から出されるごみ総排出量の減量は不十分で、環境によいリユース容器が激減し、リサイクルに適しない容器包装が使われているのが実態です。

　根本的な問題は、自治体が税負担で容器包装を分別収集しているため、リサイクルに必要な総費用のうち、約８割が製品価格に内部化されていることにあります。このため、容器包装を選択する事業者には、真剣に発生抑制や環境への配慮設計に取り組もうとするインセンティブが働かず、ごみを減らそうと努力している市民には、負担のあり方について不公平感が高まっています。

　今日、気候変動防止の観点からも資源の無駄遣いによる環境負荷を減らすことは急務であり、デポジット制度の導入を初めとした事業者責任の強化が不可欠となっています。

　よって、上毛町議会は、我が国の１日も早い持続可能な社会への転換を図るために、政府及び国に対し、以下のとおり容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律を制定することを強く求めます。

　１、容器包装の拡大生産者責任を強化し、リサイクルの社会的コストを低減するため、分別収集、選別保管の費用について、製品の価格へ内部化を進めること。

　２、レジ袋使用量を大幅に削減するため、有料化などの法制化について検討を進めること。

　３、２Ｒの環境教育を強化し、リユースを普及するため、学校牛乳のびん化等が促進されるように、さまざまな環境を整備すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出します。

　以上でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（大山　晃君）宮崎議員の趣旨説明が終わりました。
　趣旨説明に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　安元議員。

○７番（安元慶彦君）これは、現在でもデポジット方式は採用というか、適用というか、何かそういうことにされているんじゃないですか。販売する方にそういうお金を処理させるちゅう、いわゆるデポジット方式ということは採用されているんじゃないですか。

○議長（大山　晃君）どうぞ。

○４番（宮崎昌宗君）瓶等は、以前からあるビール瓶、しょうゆの瓶とか、そういったものはデポジットを使われている分もあるんですけれども、今、特に言われているのが、ペットボトル等ですね。そういったものは、完全に使い捨て容器になっておりますので、それをリサイクルためのコストがすごく大きくなっている。それも税負担、つまり利用しない人からもお金を取るという制度に今なっていますので、例えば、ヨーロッパ等、特に環境先進国のドイツ等は、使い捨て容器は完全に法律で禁止されています。全部デポジットにされています。また、国内の自治体によっては、例えば、離島のところは完全にデポジット化、缶においかれてもデポジット化されて、ごみが出ないという社会になっています。
　皆さんも、ちょっと前まではほとんど瓶容器で、散らかっているのは見たことないと思うんですね、道路に瓶が落ちているというのは。それは、やっぱり瓶がデポジットだからですね。飲んでから捨てる人もいなかったからと思いますけど、今、缶とかペットボトルがよく捨てられているのは、デポジットも何もなく、捨てっ放しというのが一つの問題じゃないかということで、こういった意見書を出しております。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　はい、どうぞ。
○１０番（亀頭寿太郎君）内容等については、どうこうと言うことはない。こうしたことでもって、意見書として提出するのは大変意味があろうと思います。そして、上毛町についても、公益性が非常に高いということで、賛成議員の中に文教厚生委員長さんもおられるわけでございますので、もう少し内容を議員同士で議論をし合うて、そして意見書を提出ということになるほうが、私は大変重みがあっていいんじゃないかと思うんですね。そうした感覚からすれば、委員会発議という認識を持ってなかったのかどうか。

○議長（大山　晃君）はい、どうぞ。

○４番（宮崎昌宗君）そうですね、委員会発議という方法もあるかと思いますけど、なかなか今までそういった経験がありませんので、ちょっと従来どおりの対応とさせていただきました。

○議長（大山　晃君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）旧新吉富の場合は、共産党の小島議員がおられて、いろいろな公害問題を委員会発議で取り上げていたんです。そうした例もあるちゅうことを肝に銘じて、今後、取り組んでいただきたいと思う。

○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、宮崎議員の趣旨説明に対する質疑を終わります。

　宮崎議員、ありがとうございました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第４、選挙第１０号　福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙についてを議題とします。

　お諮りします。

　選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定いたしました。

　お諮りします。

　指名の方法は、議長が指名することといたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、議長が指名することに決定いたしました。

　福岡県介護保険広域連合議会議員に大山議員を指名します。

　お諮りします。

　ただいま指名した方を福岡県介護保険広域連合議会議員の当選人と決定することに御異議ございませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。

　したがって、ただいま指名した大山議員が福岡県介護保険広域連合議会議員に当選しました。

　会議規則第３３条第２項の規定により、大山議員に当選の告知をいたします。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、議案の委員会付託を行います。
　１２月６日議会運営委員会の協議結果を資料として配付いたしております。
　運営資料３ページをごらんください。
　なお、付託議案の朗読に際しては、議案名の朗読は省略いたします。
　議案第６２号、議案第６４号、議案第６５号（所管分）、議案第６７号、議案第６８号の５件は総務、産業・建設常任委員会へ。
　議案第５９号、議案第６０号、議案第６１号、議案第６３号、議案第６５号（所管分）、議案第６６号、発議第６号の７件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託したいと思います。これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。
　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定いたしました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。
　運営資料５ページをごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会の決定いたしました日程案のとおり決定したいと思いますが、御異議ございませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。
　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料委員会日程表案のとおり開催することに決定いたしました。
　以上で本日の日程は全部終了いたしました。
　本日はこれにて散会いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前１０時３４分
　　　平成２５年１２月１０日
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